
 

大規模地震発災時における電力供給の復旧手順等について 

（東京電力の例） 

 

（１）震度６弱以上を観測した地域 
 

  ・ 震度６弱以上の揺れが観測された地域を対象に、電力供給設備（電柱、電線等の配電

設備）を中心とした保安巡視を行う。 

  ・ 個々の住宅・建築物等については、外観で損傷状況の確認を行う。 

・ 損傷を確認した住宅・建築物等は住民の在宅確認を行い、在宅の場合は住民立会いの

もと、漏電がないことを確認した上で復電を行う。不在の場合はメーター部分で電力

供給を遮断し、不在箋を投函した上で需要者からの連絡を待つ。 

・ 外観で特段の損傷が確認されない場合については、家屋内の確認は電気器具を含め行

っていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜漏電の確認作業の例＞ 

＜不在箋の例＞ 

資料４ 



（２）震度６弱未満を観測した地域 
 

  ・ 震度６弱未満の揺れが観測された地域の中で、甚大な被害が想定される地域※は、 

(1)と同様の保安巡視と復電作業を行う。 

  ・ 停電が発生しておらず、電力供給設備に特段の損傷が認められない場合等については、

電力供給を継続する。 

 

   ※ 家屋の倒壊等に伴い電柱や電線が損傷する可能性がある場合等 

 

 
 《参考》地震時の電力供給・復旧の作業フロー（例） 
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(参考) 東日本大震災における復電後の電気に起因する出火が想定される例 

出⽕場所 推定出⽕⽇時 推定出⽕原因 推定復電⽇時

宮
城
県 

仙台市 
⻘葉区 

13⽇ 14:30 ・落下した書籍の電気ストーブへの接触 13⽇ 14:23

⿊川郡 
富⾕町 

14⽇ 12:00 ・セラミックヒーターへの可燃物の接触 14⽇ 11:46

茨
城
県 

⼟浦市 11⽇ 23:04 ・落下した可燃物の電気ストーブへの接触 11⽇ 22:03

⽔⼾市 12⽇ 16:43 ・電気ストーブのコードが損傷しショート 12⽇ 16:21

⽔⼾市 12⽇ 21:58 ・壁体内配線ショート 12⽇ 20:12

鉾⽥市 13⽇ 16:20 ・観賞⿂⽤⽔槽の蛍光灯の落下 13⽇ 15:56

鉾⽥市 13⽇ 21:55 ・屋内配線の短絡 13⽇ 17:49

 

 


